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当
社
は
、遠
く
神
代
の
音
、
霊
峰
「白
山
」
を
神
体
山

と
し
て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
、
「
い
の
ち
」
の
祖

神
と
仰
ぐ

ク
白
山
比
ギ
大
神
ク
を
奉
斎
し
た
こ
と
に

は
じ
ま
り
、
そ
の
創
建
は
遠
く
崇
神
天
皇
の
御
代
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。

延
喜
式
内
の
老
社
で
あ
り
ま
し
て
、古
来

「
下
白
山
」

と
称
せ
ら
れ
た
本
社
は
霊
峰
白
山
の
「ま
つ
り
の
に
わ
」

と
し
て
設
け
ら
れ
た
「白
山
本
官
」
で
、
「加
賀
一ノ
官
」

と
し
て
も
尊
崇
さ
れ
、
「台
出
さ
ん
」
と
し
て
あ
ま
ね
く

親
し
ま
れ
て
い
る
光
陸
鎮
護
の
大
社
で
あ
り
ま
す
。

今
日
で
は
、
全
国
に
奉
斎
さ
れ
て
い
る
三
十
有
余

社
の
白
山
神
社
の
総
本
官
と
し
て
、
ク
白
出
信
仰
ク
の

中
選
を
な
し
て
お
り
ま
す
。

く

，

「

ひ

め

の

か

ユ

（菊
理
媛
沖
）

菊
理
媛
神
と
と
も
に
伊
井
諾
尊
・伊
非
再
尊
も
祭
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
菊
理
媛
神
の
「く
く
り
」

は

「
括
る
」
に
も
つ
な
が
り
、
現
在
は

「
和
合
の
神
」

「
縁
結
び
の
神
」
と
し
て
も
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
す
。

伊」臼[伊 :紳罐疇御
霊
験
崚

五
穀
豊
穣

。
大
漁
満
足

・

家
内
安
全

。
良
縁
成
就

。

生
業
繁
栄

。
学
業
成
就

・
躙

開
運
掴
福

交
通
安
全

身
体
健
全



当
社
は
、
古
来
朝
廷
を
は
じ
め
あ
ま
ね
く
上
下
の
信
仰

崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
来
た
名
社
で
あ
り
、
宝
物
・什
器
の

珍
童
す
べ
き
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
多
数
の
宝
物
は

「
国
宝
」
ま
た
は

「重
要
文
化
財
」
等
に
指
定
さ
れ
、
日
本

の
歴
史
と
伝
統
を
物
語
る
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
保
護

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

1月扮

2月  11日

17日

3月 3日

4月  15日

29日

5月 6日

中旬

御田植祭

7月  1日

18日

8月  15日・16日

31日

10月  17日

23日・24日

中旬

11月  3日

23日

12月  23日

31日

歳旦祭

新年二日祭

元始祭

歳旦祭

紀元祭

祈年祭

豊年講春季大祭

鎮花祭

昭禾口祭

例大祭

御曰植祭

.攀

白山夏山開山祭

白山奥官大祭

夏まつり拍 山水系水利感謝祭

白山夏山閉山祭

神嘗奉祝祭

豊年講秋季大祭

抜穂祭

明治祭

新嘗祭

天長祭

年越大祓

1日

2日

3日

躙

釉

冬

ン

■

聰

一
年

～
主
な
隆
祭
血
Ｔ

攣

各
地
域
に
根
村
き
受
け
継
が
れ
る
、
郷
土
色
あ
ふ
れ
る
祭
。

霊
峰
白
出
を
「
白
山
比
ギ
大
神
」
と
仰
ざ
ま
つ
り
、
お
水
の
大
元
の
親
神
様
と
し
て
報
恩
感
謝
の
真
選
を
捧
げ
る

「白
出
さ
ん
」
の
ま
つ
り
は
、
日
毎
月
毎
に
厳
粛
盛
大
な
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

祭

鼈 好

麒

6月 第1土曜日(1日は除く)み に え講 大 祭

30日     夏越大祓

みにえ講大祭
大漁神楽

豊年講秋季大祭

宝 物 館
開館時間

◆4月 1日～10月31日

午前9時～午後4時

◆11月 1日～11月30日

午前9時30分～午後3時30分

(但し、冬期間12月～3月は休館します)●国指定重要文化財
「牡丹文螺細鞍J

●国宝 貪1銘「吉光」

●国指定重要文化財「木造狛犬」

毎月1日。15日 月次祭、毎月15日 交通安全祈願祭
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や表参道
杉や欅、楓などの樹木に

覆われた約250mの 表
参道が続 き、四季折 々

の表情が楽しめます。

◎ 老杉 (御神木 )

自山市 指定天 然記念

物。根元の周り約 12m、

胸高幹 周り約 10m、 樹

高約42mの 巨木で、樹
齢はおよそ800年といわ
れています。

螂琵琶滝

表参道のすぐ脇に流れ

落ち、清らかな水の流れ

と水音に心が洗われま

す。夜にはライトアップさ

れます。

け三本杉(御神木)
昭和 58年 (1983)、 日召
和 天 皇 が境 内の杉 の

種 をお手まきされ、その

日寺の苗木 をllt,オ申木とし

て本直樹したものです。

体を清め、罪やけがれを洗い流す場。平

成 18年 (2006)に 造られた楔場には、自
山の伏流水を利用した滝もあり、荘厳な

雰囲気が漂います。

⑤楔社楔場



「二子持亀甲瓜花」

白山本官。加賀一ノ宮

白山じヒギ神社
〒9202114石川県白山市三宮町

TEL.076‐2720680(代)FAX 076‐ 2730933

http:〃 www shirayama orjp

本官擢麗記蟹褥謄規T謙肌鷹楊奨穫熟舞
中凛えて卜鑢バス側にて

白山レヒギ神社

夏山開山期間中、金沢駅から別当出合までバスの便があ
`,ま
す。(7/1～ 8/31)

所要時間 :金沢～別当出合間約2時間 10分。

別当出合より登山路約6km。 徒歩約3時間～51寺 間にて山I頁 に連します。
奥 宮

さそい、さそわれ、自Lbさんのおついたちまいり


